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有
漢
町
に「 
長  
代 
」と
い
う
地
名
が

な
が 
し
ろ

あ
り
ま
す
。「
長
代
」は
有
漢
町
の
北

部
に
あ
っ
て
上
有
漢
に
含
ま
れ
る
地

域
で
、北
の 
四  
峰  
山 （
四
五
二
〜
五
一

よ
つ 
う
ね 
や
ま

三
�
）の
南
に
広
が
る「
長
代
」は
吉

備
高
原
の
山
が
う
ね
う
ね
と
続
き
、

長
代
池
の
上
流
か
ら
流
れ
出
る
長
代

川
流
域
は
西
組
と
い
わ
れ
る
地
区
で

黒
岩
・ 
陰  
地 
な
ど
の
集
落
が
あ
り
、陰

お
ん 

じ

地
の
対
岸
の
日
当
た
り
の
よ
い
台
地

に
は 
日  
南 
の
集
落
が
点
在
し
て
い
ま

ひ 

な

す
。長
代
川
と
北
東
か
ら
流
れ
出
る

鴨
谷
川
が
合
流
す
る
付
近
か
ら「
大

山
み
ち
」に
沿
っ
て
北
へ
狭
い
谷
筋

を
さ
か
の
ぼ
る
と
、中
組
の
集
落
が

南
向
き
の
斜
面
や
小
さ
な
平
坦
面
に

見
ら
れ
ま
す
。そ
の
中
組
下
か
ら
左

奥
に
入
る
と
古
刹 
広  
大  
山  
臍  
帯  
寺 
が

こ
う 
だ
い 
ざ
ん 
ほ
そ 

お 

じ

あ
り
ま
す
。そ
し
て
、「
大
山
み
ち
」を

北
へ
登
る
と
真
庭
市 
井  
殿 
・
宮
地
へ

い 

ど
の

と
通
じ
て
い
ま
す
。

　

鴨
谷
川
流
域
の
く
ぼ
か
ら
東
側
は

吉
備
高
原
の
台
地
と
な
っ
て
い
て
、

北
の
四
峰
山
や
三
角
形
の
山
容
を
見

せ
る 
嶽  
山 （
五
〇
五
�
）が
、展
望
で

た
け 
や
ま

き
る
地
区
で
水
田
も
開
け
て
い
て
神

明
、鴨
谷
、黒
木
、新
井
寺
、才
ノ
尾
、

台
地
状
に
な
っ
て
い
る
中
村
な
ど
の

字
地
名
が
分
布
し
て
、こ
の
地
区
一

帯
を
大
谷
地
区
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

か
つ
て
は「
長
代
」の
中
心
に
な
っ
た

地
区（
本
村
）で
綱
島
屋
敷
、学
校
、役

場
が
あ
っ
た
場
所
で
正
に「
中
村
」だ

っ
た
の
で
す
。

　

「
長
代
」の
中
世
に
つ
い
て
は
、 至 し

 
徳 
四
年（
一
三
八
七
）

と
く

 
閏 
五
月
の「
天

う
る
う

龍
寺 
土 

つ
ち 

貢 
注
文
」に
山
城
天
龍
寺
領

み
つ
ぎ

（「
日
本
荘
園
史
」）の
時
代
が
あ
っ
た

ら
し
く
、応
永
一
九
年（
一
四
一
二
）

四
月
下
旬
及
び
五
月
二
九
日 
年  
紀 
の

ね
ん 

き

あ
る
北
野
社 
大  
般  
若 

だ
い 
は
ん 
に
ゃ 

経 
き
ょ
う 

奥  
書 
の「
有

お
く 
が
き

漢
保
東
長
代
・
・ 
真  
福  
寺 
住
僧
上
野

し
ん 
ふ
く 

じ

 
澄 

ち
ょ
う

 
尊 
」な
ど
の
記
録
が
見
え
て
い
て

そ
ん

（「
有
漢
町
史
」）有
漢
一
帯
が「
有
漢

保
」と
い
う
荘
園
だ
っ
た
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。

　

近
世
に
は
、上
有
漢
村
と
あ
っ
て

長
代
村

・
・
・
、川
関
村
、金
倉
村
は
枝
村
で

し
た（「
前
掲
書
」）。　

は
じ
め（
延
宝

年
間
＝
一
六
七
三
〜
八
一
）松
山
藩

領
で「
上
有
漢
村
」一
三
三
三
石
余

（「
備
中
集
成
志
」）で
し
た
が
、そ
の

後
の
元
禄
八
年（
一
六
九
五
）の
検
地

で
は「
長
代
村
」と
し
て
石
高
一
〇
三

二
石
余
と
な
っ
て
い
て
有
漢
で
は
上

村
に
次
い
で
石
高
が
多
か
っ
た（「
有

漢
町
史
」）の
で
す
。検
地
に
よ
っ
て

石
高
が
増
え
る
と
地
域
の
農
民
の
く

ら
し
は
一
層
苦
し
く
な
り
検
地
に
対

し
て
抗
議
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
延

享
元
年（
一
七
四
四
）に
は
伊
勢
亀
山

藩「
残
領
」と
な
っ
て
い
て
、石
高
は

元
禄
時
代
と
同
じ
く「
長
代
村
」一
〇

三
二
石
余（「
天
保
郷
帳
」・「
旧
高
旧

領
取
調
帳
」）で
石
川
氏
が
支
配
し
て

い
ま
し
た
。そ
し
て
明
治
九
年（
一
八

七
六
）に 
垣 
村
・
川
関
村
と
合
併
し
て

か
き

再
び
上
有
漢
村
に
な
り
ま
し
た
。

　

寺
院
に
は
真
言
宗 
臍  
帯  
寺 
が
あ
り

ほ
そ 

お 

じ

ま
す
。本
尊
は
聖
観
音
菩
薩
で 
脇  
士 

わ
き 

じ

に
不
動
明
王
と 
毘  
沙  
門  
天 
像
が
あ

び 

し
ゃ 
も
ん 
て
ん

り
、も
と
は 
広  
大  
山  
細  
尾  
寺 （
棟
札
＝

こ
う 
だ
い 
ざ
ん 
ほ
そ 

お 

じ

「
有
漢
町
史
」）と
言
わ
れ
て
い
た
が
、

享
保
の
頃
か
ら
臍
帯
寺
と
変
わ
っ
た

と
い
わ
れ
、安
産
観
音
の
寺
と
し
て

有
名
で
し
た
。室
町
時
代
松
山
城
主

秋
庭 
元  
明 
の
時
に
松
山
城
の 
鬼  
門 

も
と 
あ
き 

き 

も
ん

（ 
艮 
の
方
向
）に
あ
た
り
祈
願
所
と
し

う
し
と
ら

て
崇
敬
さ
れ
た
寺
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
大
谷
地
区
に
は
黒
滝
山 
西 
さ
い

 
福  
寺 （
真
言
宗
）が
あ
り
ま
す
。神
社

ふ
く 

じ

は
字
ご
と
に
荒
神
社
な
ど
が
あ
り
ま

す
が 
産  
土  
神 
の 
上 
有
漢
神
社
が
大
谷

う
ぶ 
ず
な 
が
み 

か
み

 
畔 
高
の
台
地
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

あ
ぜ

　

「
長
代
」と
い
う
地
名
は
、い
ろ
い

ろ
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、「 
代 
」は

し
ろ

「
白
」と
か「
城
」の
意
味
も
あ
る
の
で

す
が「
田
」と
か「
田
地
」を
表
現
す
る

こ
と
が
多
く
、大
化
の
改
新
の
古
代

か
ら「
田
の
単
位
」と
し
て
用
い
ら
れ

て
き
ま
し
た
。ま
た「
丘
の
上
」や「
山

腹
の
平
坦
地
」を
意
味
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。い
ず
れ
に
せ
よ
、台
地
の

広
が
る
大
谷
地
区
の「
広
い
田
地
」を

意
味
し「
長
田
」と
同
じ
地
名
な
の
で

し
ょ
う
。 

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

五
十
一　
　

長　

代

北東から大谷地区の中村方面を見る
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高梁中央図書館

成 羽 図 書 館 ��２５８９

移動図書館 「 うぐいす号 」

市営星原住宅→ファミリーハイツ星原
→鶴鳴保育園→市営栄町住宅→雇用促
進住宅→黒川商店（日名地区）→枝中央
地区→成美保育園

午　前
9：00～12：00

老人ホーム成羽川荘→成羽・山本地区
→小泉・東地区→布寄小学校→中野・迫
地区→吹屋小学校→向井商店（坂本地
区）→田原保育園 

午　後
１３：00～1６：00

��２９１２開館時間

　江戸・向嶋で種苗屋を営む

若夫婦、新次とおりんは、人の

心を和ませる草木に丹精をこら

す日 を々送っている。二枚目だ

が色事が苦手な新次と、恋より

も 稽  古 事に打ち込んで生きて
けい こ

きたおりんに、愛の試練が待ち

受ける…。

移動図書館

ちいさいこのへやちいさいこのへや　図書館２階 １４：３０から

小学校低学年までが対象で参加無料。
親子での参加も歓迎です。

１４：４５～１５：３０

１６：２０～１６：５０

有漢生涯学習センター前

落合雇用促進住宅高梁宿舎前１７日�

１４：１５～１５：１５

１５：４５～１６：４５

川上児童館前

備中地域局前１９日�

１１：００～１１：３０

１３：００～１４：００

１４：３０～１５：００

１５：３０～１６：００

玉川地域市民センター前

落合地域市民センター前

中国電力社宅前

松原地域市民センター前

２０日�

１１：００～１１：３０

１３：００～１３：３０

１４：００～１４：３０

津川地域市民センター前

高倉地域市民センター前

川面地域市民センター前
２４日�

１０：３０～１１：００

１３：００～１３：３０

１４：３０～１５：００

１６：００～１６：３０

巨瀬地域市民センター前

中井地域市民センター前

宇治地域市民センター前

落合中二公会堂前

２７日�

一般書

実さえ花さえ
朝井まかて：著
講談社

10 日（火），25日（水）

　里山とは、いろいろな生き
物が人と関わりあって生き
ている場所のこと。自然と人
との関わりを「里山」という
空間概念で追い続ける写真
家・今森光彦が、未来に生き
る子どもたちへ語りかける
心のメッセージ。

児童書

里山のおくりもの
今森光彦：写真・文
世界文化社

9：00～ 17：00

きりがみあそび 「よくまわる吹きごま」７日�
ビデオ「かさじぞう」

おはなし会
（ボランティアグループ『おはなしたまてばこ』）

１４日�

おりがみあそび 「雪だるま」２１日�

ひなまつり会
（ボランティアグループ『ふきのとう』）

２８日�

開館時間 9：00～ 17：00

一般書

アイスクリン強し
畠中 恵：著
講談社

　ビスキット、チヨコレイト、

アイスクリン。南蛮菓子から西

洋菓子へと呼び名が変わりゆ

く明治の築地居留地で、真次郎

は念願の西洋菓子屋を開くが

…。菓子目当ての元幕臣の警察

官たちと真次郎が繰り広げる、

スイーツ文明開化騒動記。

毎週月曜日，２４日�　※２４日�は図書整理のため臨時休館します。

��月月

休館日

休館日

毎週木曜日の午後
２日�，９日�，１１日�，１５日�，２３日�


